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　九州大学の研究グループは、（独）国立環境研究所等と共同で、中国内陸部の乾燥地帯で発生した土壌起
源ダスト（黄砂）が地球を一周以上輸送されることを明らかにした。大学では、全球エアロゾル輸送モデル
SPRINTARS数値シミュレーションと、宇宙や地上におけるレーザー観測結果を総合的に解析するシステ
ムを開発し、中国タクラマカン砂漠で発生したダストの輸送現象を解析した。その結果、ダストは対流圏
上部まで運ばれ、偏西風にのって約 13日で地球を一周することが明らかになった。ダスト輸送現象の研
究は、アジア起源のダストと北半球における雲の形成・放射バランス・海洋生態などとの関連の解明のみ
ならず、地球温暖化の研究推進の観点からも重要である。
　中国内陸部で発生する黄砂が日本に飛来すること
は、古くから知られており、まれに北米大陸にまで達
することが報告されている。しかし、海上における観
測点の制限から、黄砂の長距離輸送に関する詳細は
明確になっていなかった 1）。
　九州大学応用力学研究所の鵜野教授らの研究グル
ープは、（独）国立環境研究所、東京大学海洋研究所等
と共同で、中国内陸部の乾燥地帯で発生した土壌起
源ダスト（黄砂）が地球を一周以上輸送されることを明
らかにした 2）。
　九州大学は、全球エアロゾル輸送モデル（Spectial 
Radiation-Transport Model of Aerosol Species：
SPRINTARS）数値シミュレーションと、レーザーレー
ダー搭載衛星 CALIPSO（NASA が 2006 年に打ち上
げ）の宇宙からの計測結果、（独）国立環境研究所がアジ
アに展開する地上レーザ ネーットワークの計測結果を基
に、総合的に解析するシステムを開発した。このシステ
ムを用いて、2007 年 5 月 8 ～ 9 日に中国タクラマカン
砂漠で発生した大規模なダストの輸送現象を解析した
結果、ダストは上空 8 ～10km の対流圏上部まで運ば
れ、偏西風にのって約 13 日で地球を一周することが
明らかになった（図表）。SPRINTARS 数値シミュレー
ションにより、タクラマカン砂漠から 2 日間で約 80 万 t
の黄砂が舞い上がり、その 60％が対流圏上部を輸送
されること、また対流圏上部では降水による影響が少
ないため、ダストの滞留時間が長くなり、世界一周後
もその10％が対流圏にとどまることなどを明らかにし
た。このシミュレーション結果は、宇宙や地上におけ
るレーザ レーーダー 計測結果により確認されている。
　対流圏上部に運ばれたダストは、気候に直接影響す
るのに加え、氷晶核として作用して、高々度に発生する
巻雲の形成を促進し、大気の放射バランスに影響を与
える。また、ダストが太平洋や大西洋の中央部などに
見られる高栄養塩低クロロフィル海域に不足している
微量成分（鉄分など）を供給し、植物プランクトン（微
細藻類）が増殖するなど生態系にも影響を与えている可
能性もある 3）。
　このようなダスト輸送現象の研究は、上記を解明す
るだけでなく、地球温暖化の研究推進の観点からも重
要である。なお、この研究は文部科学省科学研究費
特定領域研究、環境省地球環境研究総合推進費の一
部として実施された。
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ർᭂ図表　ダストの輸送状況
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